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［２］研究経過 

神経性やせ症と神経性過食症に代表される摂食障

害の患者数はわが国において増加している。極端な

食事制限、あるいは過食嘔吐に代表される食行動の

異常から著しいるいそうをきたし、社会生活に支障

を生じ、生命の危機に陥ることも少なくないが、病

識に乏しく、治療抵抗性を示す。 

したがって、摂食障害の病態解明は急務となって

おり、顕著な思考と行動の異常を示すため、脳に何

らかの異常が存在することは容易に推察される。こ

のため 2000 年代に入ると摂食障害の脳画像研究が

世界各地で行われるようになってきた。しかしなが

らいずれも被験者数10人から30人程度の小規模な

研究ばかりであり、結果の統計的な信頼性には限界

があった。比較的患者数が少なく、さらに治療抵抗

性のため協力を得にくいという事情から、大規模な

研究は行われてこなかった。このため、本研究では，

多施設共同の形態をとることで、かつてない規模で

の患者から脳画像を得て、病態解明につなげること

を目的とした。 

以下，研究活動状況の概要を記す。平成 27 年度

はSkypeでのリモートミーティングを行った。各施

設で倫理申請を行い、共通シークエンスや解析手法

を含むプロトコルの決定を行った。その結果神経性

やせ症患者と神経性過食症患者、回復者、健常者に

ついて脳画像を撮像し、1 年後に再び撮像する、縦

断的観察研究の形式を取ることにした（下図）。 

(ANR：制限型神経性やせ症、ANBP：過食排出型

神経性やせ症、BN：神経性過食症) 

平成28年2月21日に加齢医学研究所会議室で行

われた運営会議には、研究代表者、参加各施設の分

担研究者が出席した。各施設での進行状況を報告し

た。撮像シークエンスに関する課題を検討し、細部

の修正事項を確認した。解析計画について討議し、

方針を明確化した。さらに将来構想として、治療的

介入の効果を脳画像によって検証する多施設共同介

入研究の可能性について意見交換した。 

物品としては本研究で用いる心理検査の１つであ

るTAS-20を購入した。 

 

［３］成果 

 （３－１）研究成果 

本年度は，以下に示す研究成果を得た。 

まず第１に，多施設共同研究の前提となる、共同

研究の倫理委員会申請を東北大学大学院医学系研究

科倫理委員会に対して行い承認を得た。さらに、各

施設での倫理申請を行った。  

第２に，撮像する画像として、T1強調解剖画像、

拡散テンソル強調画像、安静時 functional MRIの3

種類を採用することを決定した。施設間で異なる

MRI スキャナーで条件を可能な限り統一した共通

撮像シークエンスを作成した。加齢医学研究所ブレ

インイメージング棟内のMRI装置にシークエンス 



 

をインストールし、調整を行った。 

第３に、大規模データの解析方法の検討を行なった。

解析計画として、機械学習によるパターン解析で疾

患群と健常群の差異を明らかにし、予後予測も行う

こととした。 

 

（３－２）波及効果と発展性など 

本共同研究により多施設での共通撮像プロトコルを

作成した。これによって摂食障害の病因、病態に関

する新たな知見をもたらされることになる。次年度

での本格的な撮像を通して、摂食障害脳画像データ

が蓄積され、摂食障害研究が発展していくことが期

待される。また各施設で摂食障害および脳画像に関

してさまざまな面での研究を行い、あらたに貴重な

治験の数々をもたらしている。 

本共同研究によって，加齢医学研究所と多施設にわ

たる研究者との交流が飛躍的に活性化し，日本摂食

障害コンソーシアムのプロジェクトに発展した。こ

のプロジェクトは、脳機能画像研究による摂食障害

の病態解明を目指すものであり、将来的には脳画像

にとどまらず、遺伝、生化学、行動科学など多面的

なアプローチによって摂食障害の病態解明を行う。 
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